
膵臓がん早期発見推進ワーキンググループ

（令和 5年度）

膵臓がん早期発見推進ワーキンググループ報告書

広島県地域保健対策協議会 膵臓がん早期発見推進ワーキンググループ

WG長　岡　　志郎

Ⅰ．　は　じ　め　に

　膵臓がんは，早期での自覚症状が無く早期発見が
難しい。5年生存率が 80％とされる早期がんが含ま
れるステージ 0と Iを合わせた発見割合は 11.0％と
いう低い水準が続いており，部位別死亡者数は男女
とも増加傾向にある。
　このため，膵臓がん早期発見・治療のための医療
提供体制を構築することが急務であり，広島県がん
対策推進計画（第 3次）に基づき，膵臓がんの早期
発見・治療のフローを本ワーキンググループにおい
て検討してきた。
　本ワーキングは令和 2年 8月 19 日から開催され，
膵臓がんの早期発見・治療のためのフロー確定，ポ
スター等を活用した周知方法等をWGで議論の上，
整理し，令和 4年度に，Hi－PEACEプロジェクト
（以下「プロジェクト」とする。）を開始した。令和
5年度はプロジェクトの症例数を確認し，課題の共
有や今後の調査についての質疑などを行った。

Ⅱ．　開　催　状　況

（1）第 1回（開催日：令和 5年 6月 28 日（水））
報告・協議内容

　① 現状について，プロジェクトにおける医療機関
での症例数を紹介された。

　② 症例の登録方法について，質疑・意見交換を実
施した。

（2）第 2回（開催日：令和 6年 2月 29 日（木））
報告，協議事項

　①プロジェクトの実績について
　令和 5年 8月から 12月までのプロジェクト参加
施設から提出された 1,325 件をまとめた調査票
報告を行った。早期診断例といえる症例は 17 例
（stage 0：3 例，stage I：14 例）であり，すい臓が
ん症例に占める割合は 8％，プロジェクト全体に
占める割合は 1.3％であった。実績についての質
疑・意見交換を実施した。
　②今後について
　・ リスク因子のみ，あるいは膵腫瘤のない膵管拡
張や嚢胞といったプロジェクトの中心となる集
積を増やすことが重要。

　・ プロジェクト開始によって早期診断される膵臓
癌が増加しているか否かを判断するため，プロ
ジェクト開始前の各施設の膵癌患者数を今後調
べることも検討する。

Ⅲ．　令和 5年度の成果

　プロジェクト開始後，参加施設から提出された調
査票をまとめ，現状について報告した。
　報告内容についての質疑や意見交換を重ね，課題
等についても情報共有を行った。

Ⅳ．　今後に向けて

　今後は啓蒙活動を継続しつつ，プロジェクトを進
め，活動成果については，紹介率や早期癌診断率等
のデータを収集し，解析を行い，プロジェクトの成
果を検証する。
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